
























































































































































































































































































































































































ますでしょうか。なかなか、公 立 幼 稚 園 で、





































































































また、ASPUnivNet が 出 来 たのは2008年 に
宮城教育大学の見上一幸学長が提唱したのが始
まりです。UnivNet は何をするのか、というと





































さ ん に、ESD 関 係、
ユネスコスクール関係
の研修を行ったり、教



























ル加盟校数 人口規模 都市規模 1 2 3
最初の加盟日
および一斉加盟日
1 金沢市 78 466,031 中規模都市 100 有 有 2009年 5 月12日
2 豊橋市 77 373,811 中規模都市 100 有 有 2013年 6 月 5 日
3 岡山市 54 721,294 政令指定都市 有 有 2012年 6 月11日
4 奈良市 34 356,992 中規模都市 有 有 2009年 2 月19日
5 高山市 31 87,635 小規模都市 100 有 有 2017年 2 月 1 日
6 気仙沼市 29 63,197 小規模都市 100 有 有 2008年10月22日
7 大牟田市 28 114,567 中規模都市 100 有 有 2012年 1 月17日
8 多摩市 26 147,782 中規模都市 100 有 有 2010年11月15日
8 新居浜市 26 118,384 中規模都市 100 2014年 9 月25日
10 名古屋市 22 2,314,125 政令指定都市 有 有 2010年 7 月 9 日2012年12月21日
11 稲城市 16 90,112 小規模都市 100 有 有 2012年 8 月31日
12 藤岡市 15 64,679 小規模都市 （93.8）有 有 2013年12月10日
12 富谷市 15 51,911 小規模都市 100 有 有 2010年 3 月22日2018年11月
14 大阪市 14 2,713,157 政令指定都市 2004年2010年 3 月21日
14 白石市 14 34,427 小規模都市 （87.5） 有 2008年10月29日
16 広島市 13 1,198,555 政令指定都市 有 有 2010年 3 月21日
16 見附市 13 40,048 小規模都市 100 有 2010年10月15日
16 福山市 13 463,020 中規模都市 有 有 2008年10月23日2017年 2 月 1 日
19 勝山市 12 23,370 小規模都市 100 有 2014年 2 月27日
20 北九州市 11 950,646 政令指定都市 有 2012年 7 月 2 日
20 岡崎市 11 385,221 中規模都市 有 有 2012年 6 月31日

























り 組 んでいるのですが、RCE（Regional Cen-
tres of Expertise）というものがあります。国
連大学さんが行っている ESD を地域ごとに推
















































































































て 実 際 どうだったのかということを 示 しまし
た。ESD の学習では、グループ学習も多いで














































児童生徒の読み書き能力が上がった。 3.32±0.66 3.31±0.58 3.22±0.81
児童生徒の計算能力が上がった。 3.11±0.65 3.10±0.54 2.89±0.83
児童生徒の考える力が向上した。 3.83±0.65 3.93±0.59 3.89±0.58
児童生徒の学習に対する興味関心が向上した。 4.00±0.69 3.96±0.62 3.94±0.64
児童生徒の学習への参加意識が高まった。 3.99±0.57 3.91±0.65 3.94±0.73
児童生徒のリーダーシップ能力があがった。 3.53±0.76 3.83±0.68 3.78±0.65
児童生徒の協調性が高まった。 3.91±0.74 4.07±0.57 3.89±0.58
児童生徒が物品を大切にしたり、校内美化活動












批判的に考える力が身についた。 3.25±0.68 3.34±0.67 3.72±0.75
未来像を予測して計画を立てる力が身についた。 3.50±0.68 3.70±0.68 3.78±0.65
多面的・総合的に考える力が身についた。 3.73±0.71 3.87±0.56 4.00±0.59
コミュニケーションを行う力が身についた。 4.07±0.67 4.10±0.57 4.33±0.69
他者と協力する態度が身についた。 4.23±0.68 4.25±0.55 4.33±0.59
つながりを尊重する態度が身についた。 4.05±0.69 4.11±0.57 4.17±0.71








多様性が学習と関連付けられた。 4.10±0.69 4.29±0.59 4.50±0.51
相互性が学習と関連付けられた。 4.30±0.67 4.39±0.57 4.33±0.77
有限性が学習と関連付けられた。 3.78±0.83 3.69±0.73 3.78±0.73
公平性が学習と関連付けられた。 3.98±0.69 3.90±0.62 3.61±0.61
連携性が学習と関連付けられた。 4.34±0.65 4.39±0.57 4.44±0.61













生徒の自主的な活動を活用した。 3.99±0.71 4.21±0.59 4.17±0.79
グループ活動を活用した。 4.40±0.67 4.54±0.63 4.44±0.51
協働学習を活用した。 4.22±0.72 4.42±0.63 4.61±0.50
プロジェクト型学習を活用した。 3.55±0.78 3.65±0.80 4.22±0.81
体験的学習を活用した。 4.60±0.65 4.46±0.63 4.28±0.67
探究型学習を活用した。 4.03±0.80 4.10±0.66 4.17±0.92
問題解決型学習を活用した。 4.04±0.76 4.06±0.70 4.33±0.69
テよいム・テよいチングを活用した。 3.63±0.89 3.71±0.89 3.44±0.62
PDCAサイクルを活用した。 3.75±0.72 3.66±0.85 3.50±0.92
クロス・カリキュラムを活用した。 3.64±0.76 3.49±0.80 3.67±0.69
視覚的教材を活用した。 4.10±0.78 3.93±0.83 4.44±0.70
ICT を活用した。 4.06±0.75 3.97±0.82 4.44±0.70
外国語を活用した。 3.15±0.93 3.12±0.83 3.94±0.87
教科間で連携した学習を行った。 3.95±0.74 3.58±0.83 3.44±0.86



















表 6 では、国 立 教 育 政 策 研 究 所 の 7 つの












































































































うすると 小 学 校 では「地 域」、高 等 学 校 だと
「グローバル」が出てきます。ですので、先ほ




















表 9 ：ESD 質問紙調査（ESD のコア概念に関する質問）
小学校 中学校 高等学校
将来の持続可能性について考える視点が、
学習に取り入れられている。 4.10±0.70 4.11±0.59 4.22±0.73
持続可能性の問題を解決するために、多様
な手法を総合的に活用している。 3.96±0.67 3.92±0.62 3.64±0.45
地域に根差した学習をするとともに、グ
ローバルな視点を取り入れている。 3.94±0.81 3.85±0.82 4.22±0.81
競争と共生、消費と節約など、矛盾が生じ
る場面が学習に取り入れられている。 3.45±0.79 3.35±0.83 3.61±0.85
学習の中で、正解のない課題についても、
積極的に議論している。 3.52±0.72 3.55±0.79 3.83±0.92
知識や理解にとどまらず、学習したことが











































に 目 標 がクリアになったのかなと 思 います。
























































































































































































学 院 レベルでの ESD の 推 進 ネットワークで










も ESD のプロジェクトを 行っています。私 は
昨日の朝バンコクから帰ってきたのですが、岡















ますね。ACCU さんは Univ Net. を牽引してお
られますし、日本ユネスコ協会連盟さんは高校
生の海外研修を行っていて、私も参加したこと
がありますが、関西創価高校の生徒さんがとて
も良い発表をして活躍をされていました。それ
から ESD 活動支援センターもあります。ESD
学会は学問的な研究を高めることを目的として
いて、ESD は学問研究のシーズとして使える
のではないかと思いました。個人の教員として
も、ESD、SDGs をテーマにしながら様々な学
校的なシーズを開拓していけるのではないかと
感じています。
色々と客観的ではないお話もしてしまった部
分があるかなと思いますけれども、あとはご指
導いただければ幸いです。ありがとうございま
した。
表11：高等教育機関の ESD/SDGs/GCED ネットワーク
国連大学RCE
ProSPER.Net（アジア太平洋の大学院レベルでの
ESD推進ネットワーク）
ASPUnivNet（ユネスコスクール支援大学間ネッ
トワーク）
HESD（ESDに取り組む高等教育機関のネット
ワーク）
サステイナブル・ キャンパス・ ネットワーク
（CAS-Net）
その他：アジア太平洋地域、東アジア、ヨーロッ
パにおけるネットワーク
49ユネスコスクール登録申請記念シンポジウム 記念講演②
